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14)＝1.999, p＝.179；F(1, 14)=0.007, p＝.933）。交互作用が ％水準で有意であったため（F (1, 
14)＝12.210, p＝.004）、単純主効果の検定をおこなった。
　グループ分けにおいて、事実欄の文字数では有意な差はみられなかったが（F(1, 14)＝0.022, 
p＝.884）、意見欄の文字数では ％水準で有意な差がみられた（F(1, 14)＝5.109, p＝.040）。意
見欄の文字数は得意層が苦手層より有意に多かった。
　記述欄の違いでは、得意層・苦手層ともにそれぞれ ％水準で有意な差がみられた（F(1, 
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文字数
事実欄 68.18 18.29 69.80 24.50
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表 　『ロンリー 』に対する児童の感想 
キーワードがあって、文が書きやすくなったから。（ 名）
キーワードがあった方が、何をしているかわかりやすいから。
グラフを見ると、次はどういうふうにやったらいいかわかるから。
キーワードを使っているか、確かめられる。文字数もわかる。
キーワードがあると、大切なこと3つを使いやすいから。グラフでは自分がどれだけ
（何分で）作ったかがわかるから。
キーワードがあるから、どのくらいキーワードを使っているかわかるから。グラフが
あるから振り返ることができる。
グラフがあると何文字書いたかわかるから。キーワードがあると書きやすい。
　実践者の報告から、児童が『ロンリー 』を活用した実践に主体的に取り組んでいたことが
伺える。紙ベースでの実践と比較しているわけではないが、同じ課題を 回繰り返して作文す
ることは、児童にとって主体的に取り組みにくい活動になることが多い。
　対象児らは、 学期から何度も『ロンリー』を活用した作文に取り組んでいるため、本実践
において、アプリを使う初期効果として興味関心が継続したとは考えにくい。おすすめ本の紹
介という学習活動が、児童にとって興味関心の高い活動であったことと、その活動のなかで、
児童が作文にそれほど抵抗を感じていなかったのではないかと推察される。
　実践中、振り返りを書かせる時間が十分に確保できなかったが、児童の振り返りには、おす
すめ本についての振り返りだけでなく、『ロンリー 』の機能についての記述が多くあった。
また、実践を重ねる度に『ロンリー 』のグラフ表示機能やキーワード機能から得た情報に対
する振り返り、例えば自分の書く時間と文字数やキーワードの使用回数などの振り返りが増え
る傾向にあった。今回の実践を通して、『ロンリー 』のグラフ表示機能やキーワード機能は、
児童にとって、自分が書いたことに対する一定のフィードバックにつながっていること、また
そのフィードバックを児童が好意的に受け取っていること、フィードバックが書くことの意欲
につながっている等の可能性は見いだせた。
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　『ロンリー』と『ロンリー 』の比較では、児童全員が『ロンリー 』が良いと回答した。
自由記述には「キーワード」に関する記述が多かった。キーワード機能は、『ロンリー 』で
初めて実装した機能であるが、キーワードを使うことで書きやすくなった等の感想も多くあっ
たことから、キーワード設定・表示機能が児童にとって作文の際の有用なフィードバックにつ
ながっていたことがわかる。
　本研究では、まず、筆者らが開発した『ロンリー』を活用しておこなった前回の研究で得ら
れたログデータの精選をおこなった。精選をおこなったログデータから、児童が作文や推敲の
際に、ログデータを手軽に活用できるようグラフ化して表示する機能を付加した『ロンリー 』
を開発し、活用効果の検討をおこなった。
　前回の研究で得られたログデータを分析することで以下のことが明らかになった。
　⑴ 作文が得意な児童と苦手な児童では、事実の記述に比べ、自分の意見を記述することに
差が見られる。ただし、意見を記述することが苦手なのか、考えをもつこと自体が苦手
なのかは明らかにできていない。
　⑵ 小学校高学年の段階では、文章を書くのが得意な児童と苦手な児童とで、文の修正回数
等にはあまり差がない。ただし、推敲活動の時間を十分に確保し、指導した場合には異
なった結果になる可能性がある。
　次に、ログデータをグラフ化して表示する機能を付加した『ロンリー 』を活用した実践の
結果、以下のことについて可能性を見いだせた。
　⑴ 『ロンリー 』のグラフ表示機能は、作文中や書いた後に、文字数やキーワード使用回
数等、児童に自身の活動に対する一定のフィードバックを与えるのに役立つ。
　⑵ 児童は『ロンリー 』から得られるフィードバック情報を好意的に受け取っている。
　⑶ 『ロンリー 』から得られるフィードバック情報は、作文に対する意欲につながる。
　⑷ キーワード設定・表示機能は、児童に書く際のキーワードを意識させるために有効であ
る。
　本研究では、アプリを使った作文の際に、ログデータをグラフ化して表示する機能が、児童
にとって好意的に受け入れられていることが明らかになった。また、この機能は作文の際、児
童に一定のフィードバック効果があることがわかった。
　しかし、本研究で開発したログデータをグラフ化して表示する機能が、児童の論理的な文章
力育成にどのように効果があるのかは、明らかにできていない。
　アプリ開発では、施行実践を重ねる度に、グラフ表示がうまくいかない、図の保存ができな
い等のバグが見つかり、データが保存できず児童のデータが消失してしまう事態も発生した。
現在は、 回の修正版をアップしているので、バージョンは1.03となっている。
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　今後も開発したアプリを活用した実践を継続し、アプリに修正を加えながら、より良いもの
としていきたい。それと同時に、児童の論理的な文章力育成にログデータをグラフ化して表示
する機能が有効かについて検証をおこないたい。
　本研究は、博報堂教育財団「第12回児童教育実践についての研究助成」、及び「継続助成（アド
バンストステージ）」を受けておこなわれた。本研究助成を受けなければ、アプリ開発という多額
の費用が発生する開発実践研究の実現には至らなかった。助成申請を採択していただいた博報堂教
育財団に改めて深く感謝申し上げます。
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⑴ 福島耕平、勝井まどか、松野秀治、下村勉、須曽野仁志（2017）小学校における PISA型「読
解力」の育成をめざしたアプリ開発．日本教育工学会第33回全国大会講演論文集、pp. 167‒
168.
⑵ iPad用アプリ『ロンリー』
 https://itunes.apple.com/us/app/ロンリー/id1251839028?l=ja&ls=1&mt=8（参照日 2020.5.1）
⑶ 福島耕平、勝井まどか、松野秀治、下村勉（2018）児童の「書く」ことの苦手意識の軽減と論
理的な文章力育成をめざしたアプリ開発．コンピュータ＆エデュケーション、Vol. 44、pp. 67‒
72.
⑷ 福島耕平、勝井まどか、松野秀治、下村勉、須曽野仁志（2018）小学校における論理的文章力
育成のためのアプリのログ機能活用．日本教育工学会第34回全国大会講演論文集、pp. 299‒
300.
⑸ iPad用アプリ『ロンリー 』
 https://apps.apple.com/jp/app/ロンリー2/id1403258340（参照日 2020.5.1）
⑹ ユーザーローカル テキストマイニングツール
 https://textmining.userlocal.jp/（参照日 2020.5.1）
（受理日　2020年12月14日）
